
赤松　和樹 神奈川県立神奈川工業高等学校 3年
石川　葵 宮城県工業高等学校 3年

井筒　幸大 兵庫県立兵庫工業高等学校 3年

遠藤　雅治 神奈川県立神奈川工業高等学校 3年

太田　侑也 東京都立総合工科高等学校 3年

纐纈　一真 国立豊田工業高等専門学校 3年

鈴木　章吾 静岡県立浜松工業高等学校 3年

高橋　悠太 埼玉県立熊谷工業高等学校 3年
濱田　聖奈 大分県立鶴崎工業高等学校 3年

松本　孝貴 愛媛県立南宇和高等学校 3年

川上　大雅 大分県立大分工業高等学校 1年

遠藤　駿 静岡県立科学技術高等学校 2年

河野　園子 大分県立日田林工高等学校 2年
北岡　璃花子 富山県立富山工業高等学校 2年

山崎　結衣 静岡県立科学技術高等学校 2年

相馬　孝世 神奈川県立大船高等学校 2年
高井良　未波 3年佐賀県立有田工業高等学校

大石　理奈 2年静岡県立科学技術高等学校

黒澤　恭平 2年埼玉県立熊谷工業高等学校

坂林　優梨 3年金沢市立工業高等学校

石井　友尋 3年兵庫県立兵庫工業高等学校

前迫　駿翔 3年呉市立呉高等学校

3年勝井　大志 京都市立伏見工業高等学校
3年北浦　正義 京都市立伏見工業高等学校

1年杉山　拓哉 静岡県立科学技術高等学校

星野　勇輝 私立灘高等学校 3年

3年花里　颯太 京都市立伏見工業高等学校

2年小林　将隆 東京都立工芸高等学校
3年小嶋　清隆 京都市立伏見工業高等学校

1年泉　杏佳 静岡県立科学技術高等学校

3年平山　真奏 東京都立科学技術高等学校

3年吉井　絢都 京都市立伏見工業高等学校

3年北代　遊楽 香川県立高松工芸高等学校
3年熊井　一乃 京都市立伏見工業高等学校

3年坂本　葉 京都市立伏見工業高等学校

3年東京都立科学技術高等学校岩下　浩章

1年大分県立大分工業高等学校中家　萌瑛

今、高校生活を送っているあなたたちは、たぶん大人と変わらないたくさんのストレスに
さらされているでしょう。それをゲームなどで発散させてしまうのではなく、「空間」で解
消するとしたら？

「家」は本来、誰にとっても最も安らぐ空間である…ように思えます。しかし同時に家は、
家族との共有空間でもあります。「誰と、何を、どのくらいシェアする空間が魅力的なのか？」
高校生のあなたたちは、ご両親や兄弟と違う考え方を持っているはずです。また今日、「家族」
のあり方もさまざまです。兄弟姉妹がいない一人っ子や子どもを持たない夫婦も家族。生
涯独身の人も独り住まい老人も特殊な家族だと考えられます。
そういう家族にとって安らぎやくつろぎとはなんでしょうか？

家に限らず、学校やまち、都市にさまざまな家族がさまざまに「安らぐ」「くつろぐ」空間を、
高校生ならではの発想で提案してください。まだ独立した社会人ではない「リアルな高校生」
であるあなたたちが、自分自身と「家族」との日常を、空間を介して考えた作品にしてく
ださい。かつて高校生であった大人たちが「へぇ」と思うような、意外な発想に期待して
います。

■課　題　：　安らぎの空間、くつろぎの空間―21世紀の家族のための家、まち、都市―

 （建築家／本学建築デザイン学科教授）

（建築家／本学建築デザイン学科教授）

藤木　隆明

西森　陸雄

冨永　祥子

谷口　宗彦

鈴木　敏彦

飯島　直樹

審　査　員 審　査　員

中島　裕輔

下田　明宏

（建築史／本学建築デザイン学科教授）藤森　照信

応募者一覧

「絵の部門」 「文の部門」

「文の部門」

審査委員

「絵の部門」

第６回  高校生の建築フレッシュ・アイディア・コンペ

 募集内容
、は者加参。う行を集募ていつに門部２の」門部の文「」門部の絵「 

この２部門から１部門を選んで参加、または両部門に参加してもよい。

 応募資格
・2013年4月現在、高等学校に在学中であること。
・個人による応募に限る。

 賞
最優秀賞　　　各部門１点 …………… 奨学金５万円
優秀賞　　　　各部門２点 …………… 奨学金３万円
審査員特別賞　各部門数点 …………… 奨学金１万円

三浦翔太（工学院大学大学院工学研究科 建築学専攻 修士２年）表紙及びポスターデザイン：

詳細につきましては、工学院大学建築系学科HPよりご確認願います。

http://www.kouarc.jp/

(五十音順)

神奈川県立大船高等学校 2年相馬　孝世

1年和田　誠悠 静岡県立科学技術高等学校

 （建築家／本学建築デザイン学科教授）

審査委員長 審査委員長

澤岡　清秀

（建築家／本学建築デザイン学科教授）

（建築家／本学建築学科教授）

 （建築家／本学建築デザイン学科教授）

 （建築家／本学建築デザイン学科准教授）

（ランドスケープ／本学まちづくり学科教授）

篠沢　健太 （ランドスケープ／本学まちづくり学科准教授）

（環境工学／本学まちづくり学科准教授）

星　　卓志 （都市計画／本学まちづくり学科教授）

吉田　司雄 （文学／本学基礎・教養教育部門教授）
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「絵の部門」優秀賞 　「つながりを選択できる塔の家」 遠藤駿　 （ 静岡県立科学技術高等学校　２年 ）

「絵の部門」優秀賞
　
「２ｘ２ｘ３のすき間で感じる安らぎの箱」大石理奈  （静岡県立科学技術高等学校　２年）

「絵の部門」審査員特別賞・鈴木敏彦賞

黒澤恭平 （埼玉県立熊谷工業高等学校 ２年）

松本孝貴 （愛媛県立南宇和高等学校　３年）

「絵の部門」審査員特別賞・藤木隆明賞

「Huge」

「絵の部門」審査員特別賞・飯島直樹賞

山崎結衣 （ 静岡県立科学技術高等学校  ２年）

「湯ったりHouse」
「絵の部門」審査員特別賞・澤岡清秀賞

北岡璃花子 （富山県立富山工業高等学校 ２年）

「輪っかのイエ、輪っかのマチ」

「Gap of the building」  

「絵の部門」審査員特別賞・西森陸雄賞

「つながり」  
坂林優梨 （金沢市立工業高等高校  ３年）

（国立豊田工業高等専門学校  ３年）纐纈一真

「絵の部門」審査員特別賞・谷口宗彦賞

「大きな絵をもつギャラリーハウス」

「絵の部門」審査員特別賞・冨永祥子賞

「話ができるみんなの図書館／もうひとつの家」  
相馬孝世 （神奈川県立大船高等学校  ２年）

ごあいさつ

工学院大学 建築学部
コンペ審査委員会

高校生の建築フレッシュ・アイディア・コンペも今年で
６回目を迎えました。テーマである「安らぎの空間、く
つろぎの空間」は家からまちへ幅広く展開できるもので
すが、現代に生きる我々にとって切実な問題でありなが
ら、思い描くのは難しい課題であったかもしれません。
それでも絵の部門には22点、文の部門には17点の力作の
応募をいただきました。大学生と肩を並べるほどの提案
から素朴でのびやかな案までさまざまな提案がありまし
た。ここに入選作品をイメージとともに紹介させていた
だきます。今後とも引き続き、多くの皆さまの本コンペ
への参加を期待しております。



「文の部門」最優秀賞 「新・竹取物語のまち、千里へ」 「話ができるみんなの図書館/もうひとつの家」星野勇輝 （私立灘高等学校　３年）

「文の部門」優秀賞　「真の安らぎ、くつろぎを私の両親にプレゼントしたい。」 （大分県立大分工業高等学校  １年）中家萌瑛

　

　 （神奈川県立大船高等学校 　２年）相馬孝世「文の部門」優秀賞

（ 各賞内は氏名の五十音順です。）

FRESH IDEA COMPETITIONFRESH IDEA COMPETITION

FRESH IDEA COMPETITION
FRESH IDEA COMPETITION

「文の部門」審査員特別賞
「サウンド・オブ・ハウス」

吉井絢都 （京都市立伏見工業高等学校  ３年）

FRESH IDEA COMPETITION

「文の部門」審査員特別賞
「『灯火』　共有する明かりの空間」

和田誠悠 （静岡県立科学技術高等学校  １年）

FRESH IDEA COMPETITION

    

 

    

 

歌声響くマンション♪

現代の人が抱えるたくさんのストレスを、多くの人が持っている音楽の趣味で解消し
ようと考えた。さまざまなジャンルの音楽で人が集まり、みんなで歌って気分もすっ
きりする。コミュニケーションがとれるこの広場で新しい人と出会い、また違った生
活が送れる。和める場所をつくることで、この町の住民の心と体の両方が落ち着く空
間が広がることを提案する。

１．安らぐ・くつろぐとは
私にとって、「安らぐ・くつろぐ」とは、仕事や心配事などを忘れてのびのびとしたり、
気晴らしに別のことをしたり気持ちを落ち着けることだ。それは、好きな本を読んだり、
お風呂に入ったり、外の空気に触れたりと、たくさんある。( 図１) それらは、何もし
ないことではなく、活動することで生まれる。なぜなら、何もしていないと悩んでい
る事を深く考えてしまい、さらに、気持ちが沈んでしまうからだ。しかし、すぐに前
向きに考えるといってもなかなか難しいことでもある。

０．はじめに
「心理的なストレスを解消する近道は、仲間を作ること、人に悩みを聞いてもらい苦し
みを分かち合うこと。」心のあり方で体も大きくかわる。

３．みんなが集まれる場所
　みんなで好きな音楽を聴いたり歌ったりすることで、ストレスを解消する空間を考
えた。( 図２) 丸い五階建ての集合住宅の屋上になだらかなお椀形の広場が設けられて
いる。この建物は各棟でそれぞれ違う音楽が流れているので、自分の好きな音楽が流
れているところにいつでも移動できる。五階建てと高いので人目を気にせずに大きな
声でおもいっきり歌え、段差もないので踊っても大丈夫だ。下にも響かないよう厚い
床がある。地域の人で大合唱して気分が上がり楽しくなる。いやなことを忘れてスト
レス解消にも繋がるのだ。ここでは同じ音楽の趣味の人に会えるので話題も出やすく
コミュニケーションがとりやすくなる。趣味が同じということはその人も同じことを
思っているかもしれないと親近感が湧く。だから、同じマンションの人や他の棟の人、
今まで知らなかった人とも仲良くなれる。仲良くなれば悩みなどを相談できるので心
もやわらぐだろう。普段は学校や会社でしか気が合う人を見つけらないが、この建物
は地域の同じ趣味の人が集まるため広場を使ってみつけることができる。さらに、み
んなで過ごす時間を増やすことで、一人でいる時間が減ることを期待した。

２．自分の体験
私は友達とのことで悩んだり、自分のことを理解してもらえなかったりするときにイ
ライラする。他にも勉強が思うように進まなかったり、なにかの邪魔をされたりする
とストレスになってくる。そんなときに何もせずただじっとしているだけだと頭の中
にいろんな考えがグルグルまわり、困惑してしまう。あまりにも多すぎて何に悩んで
るのかさえわからなくなるときもある。私はそんな時、何か別のことをして、嫌なこ
となら忘れてしまえと思い大音量で音楽を聴いたり、歌ったりして忘れようとする。
このように自分の好きな音楽で気分を晴らしたり、嫌なことを忘れようとする人は多
いと考える。そこで、音楽をテーマに、人がストレスを解消する空間を考えた。

５．おわりに
今の町ではたくさんの人と接する場、気持ちが落ち着く場は少なく、場や時間があっ
たとしても話しかけずらかったり、いい環境ではなかったりする。そんな町を私が考
えた町に変えて歌いけば、コミュニケーションがとりやすいため、たくさんの人と接
することができる。今までの仲間、新しくできた仲間と開放感があるこの町で心も体
も安らぐことができる。何かの機会がないとコミュニケーションがない今、その機会
がこの空間で増えることになってほしい。そして、歌うことでストレス解消につながり、
音楽の趣味で心許せる仲間ができ、気がねなくふるまえることで心も落ち着ける。ス
トレスがやわらいだり、解消される場がみんなの「安らぐ・くつろぐ」空間になって
くれるだろう。( 図３)

４．なごめる場所
　皆が集う広場は、五階建ての屋上ということもあり空が大きく見え開放感があり空
が大きく見え開放感がある。室内ではないので大人数でも息苦しくなく、空に近づけ
るので気持ち良くなり、来るだけでも気晴らしになる。このマンションの住民でない
人でも気軽に広場に行けるよう外からでも中からでも乗れるエレベーターをつけた。
それで住民の人も不快な思いをすることなく過ごせるだろう。円形の庭にすることで、
角がなくみんな平等に過ごせるようにした。地面が平らではどんな人がいるのか見渡
せない。斜面にすることで内側にいる人も外側にいる人もみんなの姿が確認できるよ
うになって安心できる。芝生を全面にしいて花や木をおき、さらに心が和み安らげる
空間にした。

図３　歌声があふれる町図２　座って歌っている様子図１　和んでいる人たち

「文の部門」審査員特別賞

泉杏佳 （静岡県立科学技術高等学校  １年）
「歌声響くマンション♪」

FRESH IDEA COMPETITION

「文の部門」審査員特別賞
「第二の街」

花里颯太 （京都市立伏見工業高等学校  ３年）

    

 

    

 

話ができるみんなの図書館/もうひとつの家

家族の安らぎを得るためにはそもそも居住空間を変える以前に、
家族一人ひとりが変わっていくことが必要なのではないか
そのため、ストレスを一時しのぎでなく取り除く必要がある

そこで私が提案するのが
「話ができるみんなの図書館 /もうひとつの家」

である
そのなかで、一人ひとりが何かに気づく手助けをすることで、

最終的にはその気づきが家族の安らぎに還元されるのではないかと思うのである。

安らぎを得るためには

根本的に、家族との安らぎの問題を解決するには、住居の物質的な変化のみでは不十分だと思う。よく貧しい家
は家族の絆が強い、という話を聞くことがあるが、貧しくてかつ絆の弱い家族というものもあるのだ。では、住
居が豊かであればいいのかといっても、それも違う。
住居というのは当然家族にとっては二次的なものであって、一番大切なことは家族一人一人の人間性なのだ。貧
しさを活かすのも、豊かさを有意義に使うのも、それはいかに優れた人間性を持っているかの問題なのだ。それ
に加え、「家」という商品を安らぎの問題の解決案にしてしまうとその家が買えない家族はどうすればいいんだ、
ということになりかねない。
即ち、家族の安らぎを得るためにはどれだけその安らぎが大切かを知り、それを達成するためにはどうすればい
いのかを一人一人が考えることが必要なのだ。

現代人が抱え込むストレスの正体

学生も社会人も今では同じようなストレスにさいなまれている。
それは、自分ではどうしようもない社会の流れに流される際に心にたまってゆく疲れや妥協だ。大抵の人は自分
の人生を自分の意思で選択してはいない。いくつもの妥協を強いられながら生きている。それはなぜか。自分が入っ
てゆく社会の流れは自分が生まれる前から決まっているからだ。一部の人はその流れの中でも足を踏ん張って自
分の進みたい方向に進む。また、その流れがたまたま自分の進みたい方向を向いていた、という人もいると思う。
あるいは進みたい方向が具体的に決まっていないから流されたって構わない、と思う人もいるだろう。しかし流
される人も流されない人も何かにぶつかりながら生きている。
流されまいとしている人は流れに逆らっているわけだから当然ストレスがたまる。
流される人はぼんやりとした理想とのギャップという岩に当たりながら流れを下っている。
つまりそれらが、現代人に共通するストレスの実態なのではないか。

ではどうするか

それでは、一体どうやってそのストレスから解放されるか。
まず一度、社会の流れかあ離れてみることが必要だと思う。忙しい流れの中で休むより、一旦止まって川からあ
がる方がいい。人間にとってそれは自然なことだ。
しかし現代人にとっての休憩所は、スマートフォンやゲームの画面の中になってしまってはいまいか、と思う。
逆に言うと、やはり現代人は現実社会の流れを一旦忘れさせてくれる別世界を求めているのだととらえられる。
それはそれで悪いこととは言えない。
しかし、その休みは次にまた社会に戻っていく際に有意義に活かされるのかというと、もう少し良い休み方があ
るように思う。
次に活かされなければそれは単なる一時しのぎに過ぎず、ストレスの根本的解決には至らないと考える。では、
有意義な安らぎはどのようにして得ればよいのかというと、それは会話と読書によってもたらされるのだと思う。

まず、社会の流れの中でたまってしまったストレスを言葉にして言ってしまうことで少し心に余裕が
できる。その上で、できた余裕の中に、読書をすることによって知識や見方などをしまって、また社
会に戻った際にそれを活かすのである。
そしてストレスがたまればまた出して、新しいものを入れて、ということを繰り返す。
いわば、心のトレーニングをするのである。そうして、すこしずつ社会に対して前向きになる手助け
になるのではないかと思う。
デジタル化された現代社会だからこそ、直接人と話し、紙の本を読むことの価値を見直すいい機会に
もなり得る。そのようにして一、人ひとりの気づきを誘発することによって初めて、家族は安らぎを
得ることができるのではないかと考える。
つまり、そのための施設が必要なのである。

・建物の外側に位置する三角形の大階段では、会社や学
校から帰ってきた人たちが集い、そこで夕日に照らされ
る町を見ることで少しでも社会を前向きに見つめること
ができるようになるかもしれない。また、一般的には外
に閉じた性質を持つ図書館を外に開くことにより、新し
い読書体験を生み、今までとは違った気づきが生まれる
と思います。

建物内部の特徴
・建物を縦に貫く「木製の本のらせん階段」は、暖
かみと共に、本の渦がどこまでも続いていくような
幻想的なイメージを与えます。
建物の中心に堂々と配置することで、人が自然と
集ってきて、そのまま二階へとナビゲートします
・スカルプチャルなベンチを置くことで、色々な姿
勢でくつろぐことができます。
そうすることで、非日常性を体感したり、または人
との会話を誘発します。

具体的な提案

私は、会話のできる図書館を提案します。このプログラムの特徴は、
・建物のヴォリュームを少し大きめにし、かつあまり空間を区切らず、色も白に統一しシンプルにすることで、広々
とした非日常的な空間になっています。
日常社会をふっと忘れられるデザインになっています。
長方形の箱を絵画的にカットすることによって一階への採光を豊かにし、それに加え中と外をスムーズにつなげ
ます。
・２本のチューブが重なったような構造にすることで風と光をダイナミックに取り込みます。
・側面に開いた大窓は、抽象化した家をモチーフにすることで、暖かみとシャープさの混ざったデザインになっ
ています。

最後に、高校生からの視点でこの建築を読み取った物語

……秋のはじめ、頭も体もくたくたになっていた部活の帰り道…新しいたてものに少し立ち寄ってみることにし
た。
夕日に照らされたその白いたてものでは、三角形に切り取られたところで何人かが集まっているのが見えた。そ
して、家のような形の大窓から、僕を誘うようにオレンジ色の光がもれていた…
たてものは川に囲まれていて、その川の中からも美しい光がもれていた…
誘われるように小さな橋をわたり、中へ足を踏み入れると、そこには彫刻のようなベンチにいろいろな姿勢で腰
をかけながら話をしている人たちがいた。
と思えば、たてものの中を通る川を眺めている人もいる。
あ、あれはもしかして隣に住んでいる一人暮らしの…会社員やら近所のおばあさんやら、色々な人が話している
…ここはなんなのだろう…

そういえば、まん中に立っている木製のうねうねとしたものはなんだろう…
らせん状に天井へと続いている…中に入ってみると、それはスロープになっていた。
壁にはぎっしりと本が置いてある…
何人かが本をとっていったので、ぼくも本を選びながらスロープを上がっていった。
するとのぼった先には、暖かみのある木製の本棚と、ただ白い空間が広がっていた…
ここは図書館なのか…
四方には三角形の大きな階段があって、色々な人が肩を並べて本を読んでいる…
あの階段にのぼってみよう…のぼってみると、波打つような本棚の上で寝そべったり、さっき見たようなベンチ
に座りながら本を読んでいる人が目に入ってきた…
なんか砂浜みたいでいいなぁ…
すると、階段の下のほうに、出口のような物がついているのに気がついた…
なんだろう、出てみよう。

ドアをあけると、そこには外に面する三角形の大きな階段があった。
何人かが、座りながら、夕日に照らされる街を見ていた…
こんないい場所が近くにあったんだ…
よく見ると、そこは最初に見た、あの三角形に切り取られたところだった…
最初に見た人たちはこれを見てたのか…
僕は少し、そこで集まった人たちと休んだ。
日が暮れてみんなが帰りはじめたので、僕も帰ることにした。
帰り際、本棚でいい本を見つけたので、一冊借りて帰ることにした…
また今度くるだろうから…

忙しい社会の中で疲れた人たちが老若男女問わず集って会話をする、肩を並べて本を読む。
そうして集った大きな家族の中で安らぎを共有することは、幸せなことだと思います。　

    

 

    

 

真の安らぎ、くつろぎ
を私の両親にプレゼントしたい。

本当の安らぎ、くつろぎとは何か。本当の安らぎ、くつろぎを獲得するには何が必要
かを考えた。そして、それができるのであれば両親にプレゼントしたいという思いから、
私のこれまでの経験と、現在、学んでいる建築を通して考えることにし。そして本文
はその内容について説明している。本当の安らぎ、くつろぎには地域住民、近所づき
あい、大家族を模した異世代シェアハウスなどが必要である。

私は、今回の課題である「安らぎの空間、くつろぎの空間」をどう捉えるかをまず考
えました。私のこれまでの経験から良い部分は活かし、改善したいと思う部分は改良
していきたいと思いました。まずは、家族の説明をしたいと思います。私は３人家族
です。家族みんながとても仲良く、家は安らぎ、くつろぎで溢れていて、とても幸せです。
しかし、問題もあります。これからのことについてです。私も将来、就職したり、結
婚したりと様々な理由で家を出ることになります。それは就職したり、結婚したり様々
な理由があると思います。そして２０～３０年後になると、私の両親は７０歳を越え
ます。私もできる限り両親の介護やお世話はしたいのですがとても心配です。このよ
うに、将来的にお年寄りをみんなで見守り支えていくまちや都市は計画されていくの
だろうか。ニュースで老老介護、独居老人、孤独死などの話題がでてきます。家族は
限りなく一人に近づいてるそうです。このままでは、お年寄りを支えることは難しく
なっていくのが現状です。私もいづれ就職し両親から離れて生活するようになります
が、そのとき両親を安心して地域やまちに残していけるのだろうか。私の住む地域も、
他の地域と同様、みんなが近所づきあいがあるわけでもなく、知らない人の方が多い
のが現状です。このような状況を考えると地域作りから根本的に変えていきたいと考
えます。そこで、２１世紀の家族のための家、まち、都市を計画、造り上げるための
５つの提案をしたいと思います。

まずは、
①　地域住民が支え合えるシステムを構築すること。
②　近所づきあいがなくてはならない建築計画をすること。
③　お互いが心から助け合いたいと思えるような心を建築で育てる。
④　核家族化の進行、少子化対策として、一つの家に一家族ではなく複数の家族が住
める計画をし、大家族的な生活環境を擬似的につくりその中で異世代交流、異世代の
価値観を受け入れる心を養う。
⑤　安らぎの本質、くつろぎの本質とは何かを理解する建築的活動
これらの５つの提案について一つずつ説明をしたいと思います。

①　地域住民が支え合えるシステムを構築すること。
地域住民はどのようなときに支えあうでしょうか。災害の時、近所の誰かが亡くなっ
た時、お祭りの時などが思い浮かびます。勿論、これらのことはとても大切です。しかし、
万が一の時に支えあうためには日頃からの支えあいはとても大切だと思います。昔、
江戸時代の長屋に良く見受けられた共同庭や共同井戸などのような日頃の生活領域の
中に、家族同士の共有スペースがあると状況が全然変わってくると思います。今は、
各住宅の敷地を塀で囲むことが主流ですが、お互いが侵入できる生活領域が設定でき
るとその家族間交流は全くちがうものになってくると思います。私は、江戸時代にあっ
た生活部分の共有スペースを将来計画したいと思います。それは遊び場であったり、
外にピザ窯をつくり共同使用しても良いと思います。そういう意味でお互いの家族が
生活領域で関わり合うことができ、そこから最近の隣人以上の支えあい、助け合いの
できる人間関係を構築したいです。

②　近所づきあいがなくてはならない建築計画をすること。
近所づきあいというものは何故必要かを考えてみると、地域はモノではなく人で育ち
ます。ということは、そこに住む人が協力しない限り地域は成長しません。逆に、地
域を成長・発展させるには、そこに住む人の努力が必要です。協力する関係のベース
は近所の関係、いわゆる近所づきあいだと思います。近所づきあいは主体的に働きか
けしない限り発展しません。そこで街区で構成された街作りを少しアレンジし、各ブ
ロックごとにセンターに広場を計画し、そこを通らなければ各自宅に戻れないように
したいと思います。そうすることで、お互いが良く顔を会わせるようになり、そこで
の挨拶から付き合いが発展していくと思います。今の街区の計画では、会いたくない
人がいればブロックを回り込めば会わなくて住む平面計画です。これも大切ですが消
極的な側面もあります。私は現在の地域が抱える問題点（地域の衰退）を積極的な動
きをすることで消去していきたいと思います。

考え方としては、人同士が避ける道はなく、狭い通路を必ず通り共有広場にたどり着
き各住宅に入っていくといったものです。

③　お互いが心から助け合いたいと思えるような心を建築で育てる。
お互いが心から助け合うとは、何か非常の時に助け合うとかいうのではなく、日頃の
付き合いの中で、隣人に、地域の人に自分の何か出来ることをしてあげたいと思うこ
とです。今日の地域ではとても少なくなっています。以前の日本ではあったようです。
人同士が敢えてなかなかそのような人下関係をつくることに難しさを感じているので
あれば唯一できるのは建築的な力だと思います。制度でああしなさい、こうしなさい
といっても人の心は動かないと思うからです。例えば、隣人同士でお互いのプライベー
トスペースを、お互いが少しずつ共有し合う方法もあると思います。具体的には隣り
合う住宅のリビングを近づけた配置にするとか、庭を近づけるなどです。お互いが少
しずつでも理解し合う環境を各住宅のみならす、隣接する住宅とセットで建築計画す
る方法が必要だと思います。

④　核家族化の進行、少子化対策として、一つの家に一家族ではなく複数の家族が住
める計画をし、大家族的な生活環境を擬似的につくりその中で異世代交流、異世代の
価値観を受け入れる心を養う。
最近ではシェアハウスが流行であるが、こういった形式をもっと取り入れるべきだと
思います。そのシェアする相手を友人や同世代に限らず、異世代、例えばお年寄り世
代とその孫世代などです。
そして異世代での交流を活発化し、お互いが理解し合う人間関係をつくる必要があり
ます。そうすることで違う世代の思い、考え方を受け入れることが出来るようになる
と思います。そのためにもシェアハウスの入居相手の対象を決めてそのシェアハウス
を計画、設計、施工することも、とても大切でこれからより求められることだと思い
ます。

⑤　安らぎの本質、くつろぎの本質とは何かを理解する建築的活動
人としての安らぎとは何かを求める住宅の在り方をより模索する必要もあると思いま
す。安らぎこそ、人それぞれの価値観に左右されますが、最近では、プライベート重視、
一人の空間重視、家族だけの空間重視といった傾向がありますが、本当の安らぎ、く
つろぎとは大切な人、支えあう人に囲まれて生活することだと思います。そう考えると、
個人重視の安らぎ空間より、家族野中で、地域の中で安らぎを感じることの出来る住
空間の設計が必要となると考えます。

これらが、私の提案する５つについての説明です。

最近、このように考えてしまう理由があります。私の実家は、現在住んでいる所より、
より田舎です。そのため農業が盛んです。各住宅の縁側には田んぼが広がり、縁側か
ら田んぼで働いている地域のお年寄り、若者に姿が見られます。そして、午後 3時に
はゴザを敷いて、みんなでお茶休憩をします。そこで地域の方々と小さい頃から面識
ができ可愛がってもらいました。そして地域の祭りでは、お年寄りの後継者として、
太鼓や神楽を教わります。さらには、盆踊りもあります。寂しいのですが、小さい頃
からお世話になった方が亡くなられ供養のため踊ります。そのようにいつの頃からか
地域でコミュニティがいつの間にか形成され、そのような環境で育ってきました。し
かし、現在は、団地、新興住宅地では、これまでの地域の在り方を復活させる動きも
あります。とても素晴らしいことですが、敢えてする活動よりも、自発的に起きてい
くことが大切だと思います。それは建築的観点で地域作りをより考えることが求めら
れると思います。そういう意味では、お祭り、行事を活性化されていく地域を計画す
ることが良いと考えます。今、私は、親の転勤で新天地で３人で過ごしていますが、
両親の地域との関わり、両親の老いには少し不安を感じています。もし、今後私が就
職し、家を離れたら、私の両親はこの現在住んでいる地域でどのように生活していく
のか、また、支えあっていけるのか心配です。いつの間にか自治、まち、仲間が形成
される都市計画を切に願います。そうすると、地域でお互いが支えあい、本当の意味
での「安らぎの空間、くつろぎの空間」が形成されると思います。以上です。

    

 

    

 

第二の街

屋上はいまでは目立たない存在である。けれど屋上はきっと工夫すればより
よい空間になると考えた。くつろげる空間を生み出すには街と屋上を完全に
分離することで実現できると考えた。今までの街を自動車の通行専用にして
屋上を緑化し広い場にして第二の街にする。第二の街を創るにあたって、く
つろぎや安全面の観点から家族がくつろげる空間を提案する。

はじめに、私は屋上を緑化することでくつろぎの空間を生み出せると考えた。

ただ単に屋上を緑化するのではなく、ビル等の屋上を緑化し、建物同士を繋
げる。

そうすることによって、今までまちづくりでとり残されてきた屋上を生活の
中心にし、

屋上が第二の町になるのではと考えた。

第二の町を創ることによって、解決できることがいくつかある。地域の人と
の交流や歩車分離技術的な観点からメリットがある。ここからは私の提案を
詳しく説明する。

一つ目の、地域の人との交流の場にできるというのは家の屋上を連結させる
ことで実現する。屋上を自由に行き来できるので、高齢者の子どもとのふれ
あいもでき、自分一人での生活ではなくなる。このことから、地域の子ども
の成長を見守ったり、一緒に遊んだりすることで生きがいを見つけられ、充
実した毎日を送ることができると考える。生きがいを見つけることは高齢者
等の孤立死を防ぐことに繋がると考える。

二つ目の歩車分離は交通事故が無くなると考える。なぜ完全に分離したのか。
それは交通事故で亡くなる人は減少傾向にあるが、４000 人以上の方が命を
落としているからだ。また、第二の街を創ると面積が増え、屋上は道路が無
くなりとても広くなる。地上のほうは歩行者がいないので車での移動もかな
りスムーズに行われる。

三つ目の省エネルギーは屋上に芝生を敷くことで実現する。夏は芝生が建物
の温度の上昇を抑えてくれる。逆に冬には芝生が温度を逃げないようにして
室温を保ってくれる。これによって、クーラーや暖房機器を少しでも節約で
きる。（図 2）また、街全体を緑化するので、ヒートアイランド現象を抑え
てくれることにも期待できる。

四つ目は紫外線をカットする効果がある。芝生が紫外線による建物の劣化を
防いでくれる。

五つ目はビオトープができることだ。鳥や蝶などの生き物が暮らすと、住ん
でいる人を癒す効果があると考える。

六つ目は外で遊ぶ子どもが増えると考える。最近では家の中でゲームをして
いる子どもが多いように感じます。一歩でも外に出れば遊べる空間があるの
で、子どもの遊び場が確保できる。また、地面が芝生なので子どもが転んで
も酷い怪我には繋がらないと考える。

次に屋上の繋げ方を説明する。屋上の繋げ方はただ単に橋みたいに繋げるの
ではなく、図 1のように建物を覆い隠すように湾曲した大きな板のようなも
のを建物の上に載せる。これにより、いくつか利点が出てきます。

1つ目は大きな広場ができることだ。単なる屋上でなく街全体が楽しい広場
になる。
2つ目は従来の街と第二の街を完全に分離することだ。従来の街を車の移動
にし、第二の街を歩行者のみにする。そうすることで、交通事故が起こらな
くなると考える。

ところで、屋上を緑化することに関して、たしかに防犯上不安に思う人もい
るかもしれない。しかし、その家はすべてと繋がるのではなく、数件の家で
少し分けて繋げると解決されると考える。

次に屋上の水はけですが、中心から外側に向けて 1／ 100 くらいの水勾配
を設けます。そうすることによって、芝生に水が貯まらずにかつ芝生にも適
度な水分を与えられると考える。（図 3）また、屋内と屋上をつなぐところ
は屋根を設け、雨がかからないようにする。

 今日では、高齢者の孤独死や交通事故で命を落とす人は少なくない。その
人にも必ず家族がいると思う。その人が亡くならなければ幸せな家族がもっ
といたはずだ。このような事故を未然に防ぐことで今を生きる人が幸せにな
ると考える。また、その人がいると家族も今までと変わらない生活ができる。
普段と変わらない生活だからこそくつろげて、幸せな空間になると考える。
第二の街を創ることはくつろぎの空間と交通面での安全を確保でき、車を気
にせず広い街で過ごせる様なくつろぎの空間が生まれる。なにより、家族で
くつろぐ空間にはぴったりだと考える。このことから、第二の街を創ること
は有効だと考える。将来このような街が実現すれば世界に誇れる街になると
考える。

    

 

    

 

サウンド・オブ・ハウス

音楽と建築が融合することによって
私たちにどのような安らぎを与えることができるのか

音楽が私たちに与える影響と
この建築が従来の建築とどう違うのかということを踏まえ

この安らぎを提案したいと思う。

はじめに
「音楽」は、何千年も前から人々の生活に深くかかわってきた。そのさまざ
まなリズムとメロディーで、現在でも娯楽として人々の心に安らぎを与えて
いる。一方「建築」も、衣食住という言葉からもわかるように、人間の生活
に深くかかわっている。その歴史は深く、時代が変わるごとにその姿を変え
て、その時代の人々に安らぎを提供してきた。
ではこれからの建築はどうだろうか。この先さらに技術が発展し、人々の暮
らしが豊かになっていく中で、建築は人々にどのようにして安らぎを与えて
いけるのだろうか。そこで私は、この古くからある「音楽」と、「建築」を
合体させた新しい安らぎの空間を提案したいと思う。

本論
なぜ今回建築に音楽を取り入れたかというと、音楽は、人間の体にとってと
てもいい影響を与えるからである。音楽には、芸術的な観点のほかにも、癒
しの効果があるといわれている。現代では、心身に重度の障害を持った子供
に対しての医療方法として使われていたり、うつ病や精神不安定な方の治療
に取り入れたりと、医療においての補助的療法として認められつつある。私
たちが普段耳にしている音楽にも、ストレス解消効果があるといわれている。
また音楽の癒し効果については、大昔から人々の間に存在している。例えば
アリストテレスは、音楽にはカタルシス効果という、体にたまった苦悩やも
やもやなどを吐き出させる効果があると述べられている。このようなことか
ら、音楽は人間の心身の健康に大きく関わっていることが分かる。この効果
を建築に取り込むことによって、さらに家での暮らしを充実させることがで
きると思う

私が主張する音楽と建築の合体したものというのは、日常生活の中に様々な
「音」を組み込んだ家である。以後これを「サウンド・オブ・ハウス」と呼
ぶことにする。この「サウンド・オブ・ハウス」では、起きる、歩く、座る、
食事を作る、体を洗う、トイレをする、寝るなどといった、家の中で送る動
作をするたびに音が鳴る。これだけではまだイメージがつかめないと思うの
で、いくつか例に挙げて説明したいと思う。

まず階段の場合。階段は基本的に移動としてしか使われない。しかしこの家
では、一段一段がピアノの鍵盤のようになっている。こうすることで、上り
下りをするたびにピアノの音が鳴る。また手すりには等間隔に小さな穴があ
いている。実はこの手すりは大きな笛となっており、誰かが穴を押さえて、
もう一人が手すりの端から息を吹き込めばさまざまな音が鳴る仕組みだ。こ
ういった遊び要素を加えることで、移動だけにしか使わない階段が、使用す
るたびに少し楽しい気分にさせ、また家族との交流につながると思う。
次にリビングの場合。リビングは、家族が集まっていろんな話をしたり、一
緒にテレビを見たり、また友達などを招き入れるのにも使う部屋である。そ
こでリビングには、たくさんの「椅子」を置いておく。これはただの椅子で
はなく、和太鼓のような形をしていて、大きさは大小さまざま、中は空洞に
し、座る面には和太鼓に張ってあるような皮を使ってある。中が空洞で皮が
張ってあるため叩くと音が鳴り、大小さまざまなので一つ一つ音階が違う。
こうすることで普段は普通に座って利用できるが、暇なときは叩いて遊ぶこ
とができる。家族や友達などと一緒に演奏することで、絆を深めることもで
きる。このように、リビングの役割を生かした音とのふれあいができる。
そしてこの家は、各部屋の空間を生かして、家全体で音楽を鳴らすことがで
きる。これはどういうことかというと、この家には一部屋、弦のようなもの
が張り巡らされている部屋があり、この弦を鳴らすことで、その振動が各部
屋に伝わり、各部屋の空間を振動させることにより、家全体で音を鳴らすこ
とができるのである。家のどこにいても最大限に音楽を楽しむことができる。
安らぎはもちろん、一緒に聴いている家族とのコミュニケーションのきっか
けにもなると思う。

これらの例から分かるように、この「サウンド・オブ・ハウス」では、日常
生活を送る上で自然と音楽と触れ合うことができ、その部屋での役割に応じ
た音を用意することで、その役割をより強くすることができるのである。

イアニス・クセナキスという建築家は「音の建築家」と呼ばれており、建築
家であると同時に音楽家としての活動も行っていた。クセナキスの建築には、
音楽を取り入れたものがある。しかしそれは構造上にだけ取り入れられてい
るにすぎない。私の提案する建築は、実際に音を鳴らし、より直接的に音楽
を楽しむことができる。構造上のみに取り込むよりも、より音楽の効果を発
揮し、安らぎを与えることが可能になると思う。

結論
これらのことから、「建築」と「音楽」を合体させることによって、日常的
に音楽を楽しむことができ、それは人間にとって心身の健康に役立ち、より
良い暮らしを実現できる材料になる。よりよい暮らしを送ることによって、
人間は安らぎを得ることができるようになると私は考える。この「サウンド・
オブ・ハウス」によって音楽と建築が結びつき、将来新しい建築の形として
私たちに安らぎを与える空間になっていってほしい。

 

     

 

    

 

核家族化が進み、多様な家族構成が存在する現代。そこで、共有空間を通し
て大家族から独り暮らしの人まで全員が同じように「安らぐ」、「くつろぐ」
ことができる場を創ろうと考えた。暗闇を照らす灯火のような共有空間をま
ちに設置することで、人との関わりが生まれ、まちは明かりで包まれる。「灯
火」と呼ばれる共有空間はまちと人、２つのものをつなぎ、より良くしてい
くものである。

３. 人の気配・存在を感じるしくみ
「安らぐ」、「くつろぐ」といった気持ちが生まれる基礎となる、人の気配や
存在を感じるために、まちの明かりとなる共有空間を考えた。こんな経験を
したことはないだろうか。「家に独りでいるとき、家族の誰かが帰宅した音
を聞いて安心する」、「暗い夜道の中、家の窓から漏れる明かりにホッとする」。
これらの例は、自分以外の人の存在を感じたときに起こるものだろう。無意
識のうちに、人は自分以外の人の気配や存在を感じると安心できると考えら
れる。
明かりは人の存在を示すものであり、明かりを灯すことで自らの存在を他へ
と現すことができる。明かりが徐々に増えていくことで人の存在を感じ取る
ことができ、不安や心細さも薄れていくだろう。そこで、透過性のある外壁
を持つ建築物にすることで室内の明かりが外へとあ　　　　　　　ふれ、共
有空間自体がまちを照らす光源のような存在となる。まちは家々からあふれ
た明かりで照らされ、どこにいても人の気配や存在を感じることができるま
ちとなっていく。

１. 「安らぐ」、「くつろぐ」とは
私は、「安らぐ」、「くつろぐ」という言葉を聞いて「暖かい光で満ちていて、
さみしさや不安がないこと」、「気持ちが落ち着き、おだやかであること」と
いうことをイメージした。ここから、まちという空間の中で生活する人の誰
もが、同じように「安らぐ」、「くつろぐ」ことができる仕組みを今回は考え
ていくことにした。

５. 「安らぐ」、「くつろぐ」場のかたち
人との関わりが生まれ、関わりを深めることで「安らぐ」、「くつろぐ」場で
ある共有空間は、誰もが気軽に入っていくことができるような建物にしたい。
そのためにろうそくの炎やたまごのような曲線の優しいかたちをした建物を
考えた。このかたちの由来は、明かりの役割をするろうそくの炎や、人の関
わりが生まれるというところから、たまごのかたちをイメージしている。ま
た、曲線型にすることで誰もが親しみやすく、「安らぐ」、「くつろぐ」気持
ちにつながるだろう。外壁は、和紙のような半透明の素材にし、灯火のよう
に、まちをそっと照らすことをイメージした。まちの中でうっすらと光る共
有空間が、人の心に「安らぐ」、「くつろぐ」気持ちを与えてくれるだろう。
さらに、開口部から、共有空間の中で人々がそれぞれに「安らぐ」、「くつろ
ぐ」様子を見ることができる。その様子を見て、「安らぐ」、「くつろぐ」た
めに共有空間を使用する人々が増えていく。共有空間からあふれる明かりと
人々の気配や存在が、次の「安らぐ」、「くつろぐ」人々の輪を広げていくのだ。

６. 共有空間の存在
共有空間をまちにつくることで、さまざまな人が集まり、人同士の関わりが
増えていく。核家族化が進み家族から離れ独りで暮らす人が増えている今、
人との関わりはとても重要なものである。だからこそ個々で「安らぐ」、「く
つろぐ」のではなく、人と空間を共有しながら「安らぐ」、「くつろぐ」こと
が必要だと考えた。人との関わりが生まれ深まっていくことで、家族の枠を
超えて「安らぐ」、「くつろぐ」ことを共有できるようになれば、まちは今よ
りもっと明るくなるだろう。共有空間を通してまちが人々にとってより暮ら
しやすいものになってほしい。（図４）

２. 人と空間を共有しながら「安らぐ」、「くつろぐ」を得ることは可能か
「安らぐ」、「くつろぐ」ことの中には、人と空間を共有するからこそ得られ
るものがある。例えば、「テレビや映画を見て笑いあう」（図１）や「一緒に
食事をする」（図２）などがあるだろう。人は誰かと全く空間を共有しない
ときには心細く、不安やさみしさを感じる。それは空間の中で自分だけがたっ
た独りでいる孤独感を感じるからだ。心細さや不安を感じたまま「安らぐ」、
「くつろぐ」ことはできない。その反面、すべての空間を人と共有するのは
圧迫感がある。そこで、まちの中に共有空間を少しずつ創ることを考えた。

４. 人々が集う共有空間
人が集まり、人と共有しながら「安らぐ」、「くつろぐ」ことを得るために、
共有空間にそれぞれ違う機能をもたせ、まちのさまざまな場所に配置する。
それによって、同じ趣味の人が集まりやすくなり、目的の共有空間へ行くた
めに離れた場所に住んでいる人とも関わりが生まれるようになるだろう。「料
理の家」、「映画鑑賞の家」、「読書の家」など、目的別の共有空間がまちに生
まれる。ことで自分の目的にあった共有空間の中で、出会った人と空間を共
有し「安らぐ」、「くつろぐ」ことができるようになる。また、共有空間は誰

もが使用することができ、個人や企
業、団体など関係なくイベントや講
演会などの催し物を行うこともでき
る。（図３）それにより今まで知る
ことのなかった地域活動や趣味の活
動などを新しく発見でき、活動の輪
が広がっていく。活動の輪が広がる
ことで人と人とがつながり、まち全
体で交流がさかんになることで、た
くさん「安らぐ」、「くつろぐ」方法
が生まれるようになる。

図１　テレビを見て笑いあう様子 図２　一緒に食事をする様子 図３　料理の家で行われる料理教室

図４　まちを優しく照らす「灯火」

「灯火」　共有する明かりの空間

    

 

    

 

新・竹取物語のまち、千里へ

私の地元・新千里東町は現在、家族や地域コミュニティーの分断、という問題を抱えている。私はこの問題を、
町の中心にある千里東町公園の中の竹林の隣に、「竹の公民館」「竹のコミュニティーカフェ」「竹工房」などを作
り、町の住民が日本に古くからある竹文化を楽しめる環境を整備して、住民同士のコミュニケーションを促進す
ることで、解消することを提案したい。

～きっかけ～
私は月に何回か、地元・新千里東町の「街角広場」と呼ばれるカフェに通っている。時間ができた時に行くと、
地域の人と話せて気分がリフレッシュして、とてもいい。

ある日私は眠気覚ましに、「街角広場」によった。夏の日でとても暑く、アイスコーヒーを頼んだのだが、そのア
イスコーヒーに入れるシロップが、各テーブルにおいてある小さなかごにの中にないのに気がついた。「シロップ、
きれてますよ」と、カウンターに言いに行ったら、すぐに補充してくれたのだが、そこでその小さなかごの網目
がほつれているのに気がついた。カウンターの人と知り合いだった私は、何の気なしにそのことを言ってみた。
すると驚いたことに、「直してもらわなきゃ」という返事が返ってきたのだ。店で買ったもの、と思い込んでいた
私は、お店で修理してくれるのか、と感心してたら、なんとそれは、地域の人が作ったものだったのだ。しかも、
その竹はいつも私が通る道のすぐそばにある竹林の竹を使っているらしい。その人は他にもいろんな竹細工や、
竹酢液、竹炭などが地域で作られていることを教えてくれた。私は、こんなにきれいなものを作っている人がど
んな人なのか、そして、自分も作れるのか、興味がわいてきた。

調べてみると、「千里　竹の会」という市民団体が、東町で活躍していることが分かった。10 年前にできた「千
里　竹の会」は、千里東町公園にある竹林の自主管理を主な活動として行っている。また、毎年東町の親子を対
象に「たけのこ狩り大会」を開いたり、小学校の空き教室を使って毎月、竹細工教室を実施したりしている。「千
里　竹の会」のメンバーのほとんどはシニアであるが、竹の扱い方を知っているそのメンバーが、親子に道具を
貸し、たけのこ狩りのやり方や竹細工の作り方を教えているのだ。去年の「たけのこ狩り大会」では 300 人以上
が参加し、このイベントはすでに地域イベントとして定着している。

また、別の団体は「千里キャンドルロード」というイベントを開催している。去年初めて開催されたこのイベン
トは、公園に 9万個ものろうそくを並べ、夜景を楽しむ、という趣旨のイベントであるが、来場者数は 5千人を
超え、大盛況であった。特に人気があったのが、竹の中にキャンドルを灯したキャンドルアートであった。この
イベントは、今後も毎年秋に継続実施していく予定との話だ。

このように、竹を使ったイベントがいくつか行われていることが分かった。そして私は、これらのイベントに代
表される竹文化が、私の地元・東町の抱える大きな問題を解決する鍵であると確信した。その解決策を提案したい。

～東町が抱える問題～
東町が抱える問題とは、コミュニティーや家族のつながりが薄くなり、バラバラになりかかっていることだ。東
町は、千里ニュータウンの一部として、約 50 年前に建設され、まちびらきを迎えた。そしていま、東町は建て
替えの時期を迎えている。古くなった集合住宅の多くが建て替えられ、ここに以前から住んでいた住民に加え、
新たに入植してきた人たちが現在住んでいる。以前から住んでいた人々は、いわゆる団塊世代であり、すでに退
職された方が大半となっている。逆に新たに入ってきた人たちは、現役で働いている若い世代で、その多くが子
育てをしている。このように、今千里ニュータウンの住民は二層に分かれているわけであるが、両者に共通して
いるのが、少人数の家族、ということだ。すでに退職されている人たちは、ほとんどが夫婦、もしくは一人で暮
らしている。また、若い世代も子供がいても多くて 4人家族といったところであろう。

世代間の交流が少ないことは、核家族の大きな特徴である訳だが、それは、住民が二層に分かれてしまっている
千里ニュータウン・東町では特に顕著である。若者は会社または学校に通い、塾・クラブ・残業などで帰りは遅
くなるため、ほとんど平日に地域で時間を過ごすことはなくなる。また、休日も、クラブの練習、仕事、塾、子
育てで忙しい、もしくは都会（大阪）に出て行ってしまうかで、地域で過ごすことなど皆無だ。私自身、地域で
何が起こっているかなど、以前は一度も考えたことはなかったし、まして、自分と歳が離れた地域の知り合いな
どほとんどいなかった。地域コミュニティーは世代間でばらばらになってしまっていたのだ。

確かに、「たけのこ狩り大会」や「千里キャンドルロード」といったイベントがあり、若者とシニアはそこで知り
合うことができる。しかし、それは若者・子育て世代と退職世代をつなげるきっかけにはなりうるかもしれないが、
地域での継続的な交流の場となることはできない。他の場所で顔を見ることができないのであるから、名前を覚
えるまでにはいかないのだ。

～私の提案～
私の提案したい解決策は、千里ニュータウンが開発されるずっと前からこの地に生えていた竹を活用して、竹文化、
和文化を、発展させ、それを通じてコミュニティー・家族のつながりを取り戻すことだ。
具体案としては、千里中央駅から徒歩 3分で、東町地区の中心に位置する、セントラルパークとも呼べる千里東
町公園を、東町のコミュニティー全体のコモンスペースとして活用することだ。一般的に、家を設計するときは、
「玄関から入ったときに、必ずリビングを通って各部屋に行くようにする」、というポイントがある。これは、子
どもや親のコミュニケーションを日常的に絶やさないための工夫であるが、これは東町地区全体についても言え
ることではないだろうか。東町に住む住民の多くは、千里中央駅を使って、通学・通勤している。つまり、千里
中央駅が東町の玄関なのだ。そして、駅から東町へと通じる歩道は 2つあるわけだが、この歩道は、一方は千里
東町公園の中を通り、一方はすぐ隣を通って、各住居につながっている。この千里東町公園をリビングと庭園と
いうコモンスペースに見立てると、各住民の部屋へ行くのには、必ずこのコモンスペースを通る構造になっている。
こうして、東町という「大きな家族」を復活させたいと思う。同世代で、2～ 4人しかいない「小さな家族」で
はなく、世代が違い、血もつながっていないが、同じ地域に住み、ともに地域のことを考え、行動し、時間を共
有する「大きな家族」だ。

「コモンスペース」と呼んだが、さらに具体的にはそこに、リビングと庭園を設置したい。すなわち、リビングと
して、竹で作った「竹の公民館」、キッチンとして、「竹のコミュニティーカフェ」そして、遊び場として、「竹工
房」を作り、周りの竹林や公園は庭園として活用したい。まず最初は、「竹の公民館」だ。地面から少し高いとこ
ろに、竹で編んだカーペットを敷いた床を作る。床の形は円形、そして円錐型の屋根を付ける。縁側も作り、障
子も円周上を一周できるようにして、全面を開けられるようにする。どこからでも入れる、オープンなつくりに
するのだ。ここで、子どもたちは囲碁や将棋をしたり、日本の伝統的な文化である茶道を習ったり、みんなで食
事をしたりすることができる。それも、食事の時には自分らが竹を削って作った箸や、竹を使ったものの多い茶
道の道具も、自分たちで作ったものを使える。

～最後に　実現へ向けて～
最後に私が地域活動に参画してきた中で見えてきた、このプランの実現性についてお話ししたい。まず、技術的
な問題は、「千里　竹の会」の作品を見るところ、作ることに何ら技術的問題はない。維持管理費の不足が懸念さ
れるが、これも街角広場がコーヒー、紅茶、ジュースなどを一杯で「お気持ち料」として 100 円で家賃まで払い
ながら運営できているところを見ると、家賃がかからない東町公園なので、十分運営可能だろう。そして、一番
重要な要素が、住民の協力である。しかし、これは現状では難しい。「千里　竹の会」のメンバーによると、竹林
の整備をしていても、ほとんどの人が無関心という話だ。行政の仕事と思い込んで、全く活動を知らない人も多い。
しかし、徐々に変わりつつあるところが一つある。地元・東丘小学校に通う子どもを持つ家族だ。私は、この夏、
子どもとシニアをつなげることを目指し、東町に住む父親たちで構成される「ダディーズクラブ」、そして私の高
校の仲間とともに、1日間のサマースクールを子どもとシニアを対象に実施した。そこでやはり実感したのが、
子どもはシニアとすぐに仲良くなれるということだ。そして、子どもが仲良くなったとき、その家族も参加して
くれる。子どもを通じて、地域に住む家族と十分なつながりができれば、この計画は実現できるかもしれない。
何年か続ければ、小学生だった子どもは中学生、高校生になり、また、シニアとのつながりも太く、広くなる。
家族や周りの人にそれぞれが声を掛けていけば、町の人の協力を得ながら、若者とシニアで一緒に何かを成し遂
げることは可能なはずだ。私は今後も、東町で活動を続け、この計画が実現できるようがんばっていきたい。

日本人は、『竹取物語』に代表されるように、古くから竹と深い関係を持っている。純粋に楽しむ文化としても、
また、普段の生活で使う日常品としても、竹を活用してきた。そして、千里丘陵は、開発される前は、竹で一面

「竹のコミュニティーカフェ」では、竹で作った小さな建物の前に、竹ベンチやテーブルを並べ、軽食を食べられ
るようにするのだ。夏なら流しそうめんや、ざるそば、春ならたけのこご飯など、竹を使った料理は多くある。私は、
「たけのこ狩り大会」に参加したおかげで、おいしいたけのこの見分け方、たけのこの湯がき方などを教わること
ができた。さらに驚きだったのが、竹を使ってなんとご飯が炊けると言うことだ。しかも、火力には、北千里高
校と協力して作った、竹炭を使っていた。完全に無農薬の有機竹炭で焼いた料理を食べる贅沢ができるのだ。そ
ういったことを通じて、子どもたちはコミュニティーカフェで料理の学習もできる。

「竹工房」では、いろいろな竹細工を作ったり、教わったりできる。前述の茶道の道具に加え、剣道で使う竹刀、
子供たちの遊び道具である竹馬や竹とんぼ、そして日常品として、おはし、ほうき、ざる、竹で編んだ小物入れ、
なども自分たちで作れるのだ。子どもや初心者でも、「千里　竹の会」のメンバーから教わることができる。しか
も、材料費はいらない。実際、「千里　竹の会」のメンバーによると、竹林は管理のため、間伐の必要があり、実
際古い竹や密集しすぎている竹を切ることが頻繁にある。しかし、切った竹のやり場に困っており、今は公園内
で置き場を作り、自然に帰るのを待っているとのことだった。竹自体は有り余っているのだ。この竹を使って日
ごろ使えるものを作る。そしてそれは、地域の知り合いが作ったものにせよ、自分が作ったものにせよ、自分た
ちで作ったもので、愛着を持って使っていける。百均ショップなどで売っているような物とは、質も、安心感も、
使う楽しさも全く違ったものになる。

が覆われており、たけのこ加工工場が 5，6個もあったらしい。
日本に昔から伝わる知恵と文化を活用して、千里特産の竹を自
分らで加工し、使う。技術を学んだり、作品を見せ合ったり、
プレゼントしたり、協力して一つ大きなものを作ってみたり．．．
発展すれば、千里特有の建築・インテリアデザインが出来上が
るかもしれない。街のいたるところで竹を使っている。街の中
心には、竹のコモンスペースがあり、ここに人が集う。そして
そこで、シニアから子供へ竹文化・技術が継承されていく。こ
んな町を私は提案したい。
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